
１ 単元について

２ 指導計画
時間 主な学習活動 プログラミング教育の視点に立った留意点

１
●陣取りゲームで得られた図形の面積の
比べ方を考える。

２
●面積の単位「平方センチメートル」を知
り、図形の面積を求め、表す。

３

●長方形、正方形の面積を計算で求める方
法を考える。

●「公式」の意味を知り、長方形、正方形
の面積の公式を知る。

○1辺が１ｃｍの正方形が縦にいくつ、横

にいくつ入るか、筋道立てて考える。

４

●公式を用いて、長方形や正方形の面積を
求めたり、辺の長さを求めたりする。

●周りの長さが等しい長方形や正方形の
面積を調べ、周りの長さが等しくても面
積が異なる図形があることを知る。

５
（本時）

●長方形を組み合わせた複合図形の面積
の求め方を考える。

●自分の考えた方法を説明する。

○解決の手段をカードを使って順序立て

て説明する。

６

●面積の単位「平方メートル」を知り、辺
のが長さがｍで表されていても面積の
公式が使えることを知る。

○既習の面積の求め方を基にして、長さの

単位が大きくなった場合の面積の求め

方を考える。

７
●１㎡は何ｃ㎡か調べる。
●１㎡の正方形を作り量感をつかむ。

８
●１辺の長さが１０ｍや１００ｍのとき
の面積の単位「a」「ha」を知る。

９

●面積の単位「ｋ㎡」を知る。
●１ｋ㎡は何㎡か調べる。

○既習の面積の求め方を基にして、長さの

単位が大きくなった場合の面積の求め

方を考える。

１０
●身の回りの色々な物の面積を、見当を付
けてから調べる。

●習熟問題に取り組む。

○色々な解決方法の中から、図形に応じて

どの解決方法が適切か考え、選択する。

第４学年 算数「面積のはかり方と表し方」
複合図形を長方形の求積方法を基にして分割するなどして考え、図や式などを用いて面積を求

める。

A コース

■目標

〇面積を数値化して表すことのよさや、計算によって求められることの便利さに気付き、身

の回りの面積を求めるなど生活に生かそうとする。(関心・意欲・態度)

○面積について、量や乗法の学習を基に、単位の何こ分で数値化して表すことや、辺の長さ

を用いて計算で求められることを考え、とらえることができる。(数学的な考え方)

○長方形、正方形の面積を、公式を用いて求めることができる。(技能)

○面積について、単位と測定の意味や、長方形や正方形の面積は計算によって求められるこ

とやその求め方を理解し、面積についての量感を身に付ける。(知識・理解)

■プログラミング教育の視点

〇面積の求め方を図や言葉で説明するための有効な手段を考える。



３ 本時について

４ 本時の流れ

●主な学習活動
○支援・留意点 ☆教科等の評価（評価方法）

★プログラミング教育の視点に関わる評価（評価方法）

導
入

●問題の題意を捉え、課題の見通しをもつ。

T： の面積を求めます。

Ｃ：長方形の面積なら求めることができる。

C：２つの長方形に分けた時の、それぞれの縦

の長さと横の長さが知りたい。

〇本時に課題を考えるために必要となる、既習事

項の確認をし、見通しをもたせる。

○どこの長さが必要か考えさせる。

★今までに習った何を基にすれば問題が解決で

きるか考え、筋道を立てて考えたり表現したり

する活動の見通しをもつ。（発言）

展
開

●複合図形の面積を求める。

Ｔ：今まで学習したことを使って、自分の考え

た求め方を図や式に表そう。

C1：

C２：

●自分の考えを友達に伝える。

●それぞれの考えをまとめる。

T：それぞれの考え方で共通していることは

ありますか。

Ｃ：どの考えも長方形を使っている。

C：複雑な形も長方形にすることができれ

ば、面積を求めることができる。

○友達に自分の考えを分かりやすく説明できる

ように、図、言葉、式を関連付けて手順通りに

書かせる。

○計算に用いられている数値がどこの長さなの

か、図にかき入れさせる。

○３分割の考えが出た場合は認めるが2分割に

まとめられることを計算の決まりも用いて理

解させる。

☆複合図形を、長方形の求積方法を基にして分割

するなどして考え、図や式などを用いて面積を

求めている。（ノート）

○説明する役と説明を聞いて図や式を書きなが

ら答えを求める役に分かれる。説明する役は自

分の考えが友達に正しく伝わるように順序立

てて説明させる。両方の役を経験させる。

★友達が面積を求められるように解決の手順を

順序立てて説明している。（ノート・発表）

ま
と
め

●適用問題に取り組む。

Ｔ： 色が付いた部分の面積を求めま

しょう。

Ｃ：全体から白い部分の面積を引く。

●学習感想を書く。

Ｃ：分けたり動かしたり引いたりして長方形の

形にすれば面積を求めることができる。

Ｃ：階段状の図形の面積も求められそうだ。

○色々な解決方法の中から、どの解決方法がより

良いと思うか理由も発表させ、問題によって解

決方法を選択する良さに気付かせる。

☆複合図形は長方形を基にして求めること

ができることを理解している。（ノート）

の面積の求め方を考え、友達に分かりやすく説明しよう。

■目標

〇長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を考え、面積を求めることができる。

■プログラミング教育の視点

〇複合図形の面積の求め方を図や言葉で説明するための有効な手順を考える。
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